
評価

項目

課題 目標 具体的方策 実績

（内部評価）

外部評価 今後の課題・改善策

評
価

評
価

１

魅力ある

学校づく

り

（１）

(学生の
確保)

○平成２９年

度の在籍者

は定員の半

数以下

○受験者は農

業高校及び

コース校が

全体の約半

数と割合が

高い

○農業系高校

との連携強

化

○定員充足率

80％
○オープンキャンパス開催

（３回/年、実数 52名参加
【前年比 93%】）

○ホームページのﾍﾟｰｼﾞﾋﾞｭ

ｰ数【前年比 98％】
○ホームページを50回更新
【前年比 82%】

○パンフレット配布

4000部【昨年と同数】
（高校、JA、生産部会、行政）
○県内高校47校を学校訪問
【昨年 46校】
○高校ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ（16校）
【昨年に比べ 9校増】
○アグリウオッチング実施

生徒 25名参加【昨年 29名】
○ﾗｼﾞｵ､ﾃﾚﾋﾞ、新聞（14回）
○「こうぐり」掲載（1月号）
○FaceBook、○新 Instagram
の発信(Fa58回、In23回)
【昨年比 147%】

○農業系高校と意見交換会

（12月､25名・3年連続）
○農業ｸﾗﾌﾞ審査(７月・毎年)
○ＧＡＰコンテスト参加

事務局長賞（40 ﾁｰﾑ中）
○ホームページコンテスト

奨励賞

○受験者３５名

＜昨年比 １名増＞

○合格者 ３１名

＜昨年比 ２名増＞

○入校者 ２８名

＜昨年比 同数＞

＜今年＞

受験者数 合格者

推薦 １９名 １７名

前期 １３名 １１名

後期 ３名 ３名

計 ３５名 ３１名

入校者２８名

＜昨年＞

受験者数 合格者

推薦 ２４名 ２２名

前期 ５名 ４名

後期 ５名 ３名

計 ３４名 ２９名

入校者２８名

＜一昨年＞

入校者３６名

Ｄ ・受験者数は増えています

が、入校者は減少なので、

目標には届かなかったと

思います。(2.2.7現在）
・高知の農大ならではの特色

を近隣県や大都市圏の高

校にもＰＲが必要だと思

います。

・様々な方策を地道に続ける

ことが大事だと思います。

・次世代ハウスや環境制御を

学びたい学生は県外にも大

勢いると思います。

・オープンキャンパスはパワ

ーポイント等、写真で楽し

い魅力が伝わる説明をす

る。

・学校訪問時には、ぜひ学生

同伴で。

・ＳＮＳの更新頻度を上げ

る。

Ｂ ○オープンキャンパスの

実施

○社会人向けのＰＲ方法

の充実（ＪＡ等への協力

依頼）

○県の就農プログラムに

位置づけ

○県外の相談会でのＰＲ

を実施

令 和 元 年 度 高 知 県 立 農 業 大 学 校 評 価 表

【 A 100%以上 B 100％未満 80%以上 C 80%未満 60%以上 D 60%未満 】 外部評価 R２年２月７日実施



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評
価

評
価

（２）

カリキュ

ラムの充

実）

○学生のキャ

リアパスが

多様化

○時代のニー

ズにマッチ

した教育内

容の充実

○Ｇ-ＧＡＰ認
証の継続取

得

○ 全 品 目 で

GAPの考え
方を実践

○Ｇ-GAP 認証に向けた実
践教育

・「ＧＡＰ」講義の実施

・安全・安心な農業・農産物

生産に係る生産工程管理

の実施、チェックリスト

の作成、内部評価、審査資

料の作成

○ＩＣＴを活用したスマー

ト農業の実践

○６次産業化の基礎学習

○進路希望別カリキュラム

の実施

○販売実習の実施

・大阪量販店【1回】2年
・日曜市【8回】
・農大ｼｮｯﾌﾟ【原則毎月】

・農業教育ﾌｪｱ【12月】
・野菜くだもの花ﾌｪｽﾀ

【2月】
・農大祭【11月】

○農作業事故防止への対応

・注意喚起の掲示

・学生の技量別操作の実

施

・十分な機械実習時間数

の確保

○ＧーＧＡＰの認証取得

・審査（トマト）（9/18)
・認証取得（10/8）
○マスバランスの確認

トマトを含む 10品目にお
けるマスバランスの調査

＜現在栽培中＞

○タブレット活用講義「ＳＮ

Ｓと農業」（6日 18時間）、
「スマート農業」講義

ドローンの活用事例及び

操作等（6日､18時間）
○畜産学生への酪農実習の

実施（44日､132時間実施）
○畜産学生への養鶏実習の

実施（16日、93時間実施）
○６次産業化科目（講義・実

習）のリニューアル

1年講義(5日 15時間）
1年加工演習(5日15時間）
2年加工演習(5日15時間）

○就農、雇用就農、就職コー

ス（11月～1月、10日、
30時間）

○聴講科目の拡充

（土壌肥料学）

Ｂ ・学生たちが生き生きとして

カリキュラムに取り組ん

でいる様子が見受けられ

ます。今後共、更なる充実

と学生のモチベーション

を高める取り組みに期待

しています。

・ＧＡＰ→トマト班だけでな

く全学生が詳しく取り組

めるように。

・ＩＴＣ→視察をしてみたか

った。

・タブレット活用講義が活か

せていない。回数を 3 回
（ＳＮＳの仕組み、ほ場で

の撮影、投稿）にして、農

業者の取り組み事例を聴

く内容がいい。

・販売実習の増加

・6次産業化科目（2年加工
演習）は、チェコ（おもて

なしコンテスト）の試作に

要した。

・農業機械の操作実習の時間

を増やすことで、農作業事

故防止への対応にもつな

がる。

Ｃ ○専門性の講義時間の増

加

○体育の授業復活

（15時間）

○2 年生に有機農業の授
業を新設

○ガイドラインＧＡＰ等

の検討

○シラバスの内容充実



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

（３）

基礎学力

の向上

○基礎学力に

学生間差が

ある

○基礎学力の

向上（学校全

体のレベル

向上）

○基礎学力の向上（農業計

算）【毎年】

・農業計算補習(10名､5回）
・実習で農業計算指導

・国語の授業を実施【新規】

○入試合格者への課題提出

（数学、国語、基礎化学）

○農業計算の補習の感想

・とてもありがたかった

・ためになった

・希釈倍数計算ができるよ

うになった

○計算力の向上（２年）

3.3点アップの 71.3点(平
均）

○ヤンマー懸賞の応募数

（24名／28名）【昨年 10名】

Ｂ ・作文、論文の数が増えてい

るので、他の募集にも応募

してみてはどうでしょう

か。

・英会話の向上も必要。

Ｂ ○学生の意向を受けて、補

習品目を増加

(数学、国語、基礎化学）

（４）

学生の生

活指導の

充実

○規則違反、マ

ナー違反が

散見される

○社会人とし

ての意識向

上

○コミュニケ

ーション能

力の向上

○自主的活動

の実践

○社会人とし

て行動・実践

○人権･メンタル面のカウ

ンセリング実施＜臨床心

理士､公認心理士＞

（1年 27名＋2年 2名）

○提出期限等連絡事項を毎

週の連絡会で周知、重要

事項を掲示版に掲示

○ルール遵守のための学生

指導強化【毎年】

○接遇の講義、社会人マナ

ー研修の実施【毎年】

○ＧＡＰの考え方を寮生活

に導入

○1分間スピーチの実施

○人権・メンタル面のカウン

セリング結果(感想）
・いろんなことを話すこと

ができて良かった。

・聞いてもらえて良かった。

・来年も実施して欲しい。

○評価

※校長が 100点満点で採点
※生活態度

停学 1名、戒告 1名
注意 54名（延べ）

Ｂ ・カウンセリングも必要と思

いますが、教職員の皆様方

との人間関係、コミニュケ

ーション、信頼関係の構築

も大切だと思います。

・連絡事項の周知を強化する

ために、ＬＩＮＥ等の活用

を。

・注意指導となる事例の明確

化を。

・Ｇ－ＧＡＰの寮への波及が

できていない。

Ｃ ○年度当初に生活指導の

徹底

○目標を持たせることで

生活改善

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ ８０点

学習姿勢 ６０点

生活態度 ７０点

挨拶運動 ９０点

日常挨拶 ８０点

寮の整頓 ６０点

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力

７０点



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評
価

評
価

２

専門性の

向上

（１）

オランダ

との交流

○レンティス

校との交流

目的の明確

化

○オランダと

の交流実施

○オランダ・レンティス校

学生の受け入れ

（4/18～5/2：15日間）

○オランダ訪問団への参加

(7/10～20：11日間、
うち、ホームステイ 2泊)

○TOEIC・Bridgeサンプル
の導入

○学生 5名、引率教官 2名
・オランダ環境制御技術の

引率教官による講義

・オランダ学生とマーケテ

ィング調査及び発表会

・自治会の休日観光案内、交

流スポーツ大会の実施

○2年 5名、引率教官 1名
・初めて 4月来校学生宅で
ホームステイを実施

○TOEIC・Bridgeサンプル
実施

Ａ ・近年の卒業生にオランダ交

流がどのように役に立って

いるか聞き取りをして、今

後の課題を見つけてはどう

でしょうか。

・受け入れ時のオランダ農業

の事前学習。

・授業の見直し（英語）。

・自治会の休日案内、交流ス

ポーツ大会の実施は良か

った。オランダ学生の来校

時に、同室でするのも良い

交流になると思う。

Ａ ○4月来校予定が 10月に
延期

・ヘンク先生の環境制

御技術の授業の充実

○オランダ研修は延期

（蘭訪日は未定）

（２）

プロジェ

クト活動

の強化

○課題解決の

ための計画、

実行、分析能

力の向上

○卒論審査全

員合格

○次世代ハウ

スを活用し

たプロジェ

クトの実施

2課題以上

○地域課題に対応したプロ

ジェクト課題の選定

○四国意見発表会に参加

（12月、2名）
○中国四国プロジェクト発

表会に参加（1月、2名）
○実習後の実習日誌の指導

（年間）

○次世代型ハウスを活用し

たプロジェクト実習

（年間）

○プロジェクト審査

園芸学科 30名、畜産学科
2名、全員合格

○四国で優勝、全国大会に選

出(2月）【花き科１年】
○中四国の選考会で代表権

無し。

○指導教官の指導回数

（野菜 2回、花き 3回、果
樹 12回、畜産 24回）

○プロジェクトに活用

（2年 2名、1年１名）
・野菜科学生が利用

Ｂ ・卒業後にも役に立ち、自ら

が社会人生活でも目標設

定ができるようなプロジ

ェクト活動に期待してい

ます。

Ｂ ○プロジェクト等、学生が

自主的に行えるように

指導



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

（３）

法人の求

める能力

の育成

○農業法人か

らは元気な

学生が求め

られている

○コミュニケ

ーション力

が求められ

ている

○農業法人と

の連携

○法人就農者

の確保

○雇用就農に対応した講義

の実施

・雇用管理の講義（社労士）

○法人とのマッチング

・法人との意見交換会

（8月、28人、11社）
・法人現地視察

（11月、27人、3社）
・農業技術検定の取得支援

○インターンシップの強化

（1年、5月、9法人）
○先進農家等留学研修の実

施（2年、10月、10社）
○休日アルバイト利用10名

○生産法人への雇用就農者

５人（内、次世代型０名）

・コスモスアグリサポート

・南国市野菜農家

・営農支援センター

・四万十野菜合同会社

・芸西村花き農家

Ｂ ・農業業界に限らず、社会人

としての一般常識は大変

重要だと思うので、更なる

強化に期待しています。

Ｂ ○雇用就農の学生支援

（インターンシップ、

マッチング）

(４)
各 種 資

格・免許

取得

○資格免許の

合格率の向

上

○補習の充実

○合格者及び

免許取得者

の確保

目標数値

【合格者数】

・乙種４類

10名
・農業技術検

定３級

28名
・ｴｸｾﾙ 3級

25名

○資格取得のための支援

○資格取得の必要性の周知

【資格・免許等】

危険物乙種４類取扱者

毒物劇物取扱者

日本農業技術検定

フラワー装飾

エクセル 3級
土壌医 3級
フォークリフト

小型車両系建機(3t未満）
狩猟わな免許

○合格者

乙種４類取扱者 3／33名
毒物劇物取扱者 0／12名
農業技術検定 2級 6／41名
農業技術検定 3級 23／28名
ﾌﾗﾜｰ装飾 2級 5／7名
ﾌﾗﾜｰ装飾 3級 6／11名
エクセル 3級 26／28名
土壌医3級 3／30名
フォークリフト 28／28名
小型車両系建機 21／21名
狩猟わな免許 2／2名
人工授精師 今年未実施

Ｃ ・学生本人のやる気を引き出

すためにも必要性の周知を

徹底する事も重要と思いま

す。

・法律改正により、大特、牽

引免許の取得も必須になり

ます。

・免許改正に伴い、大型特殊

（農耕車限定）免許の取得

推進。

Ｃ ○資格取得の重点対策

・農業技術検定 2級
・乙種４類取扱資格

・毒物劇物取扱資格

・土壌医 3級



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

３

進路支援

活動の強

化

（１）

就職活動

の支援体

制の強化

○卒業後直ち

に就農でき

る学生は少

ない

○就職活動の

意欲が低い

学生が散見

される

○雇用就農で

きる生産法

人の開拓

○進路内定率

１００％

○進路別カリキュラム（就

農、雇用就農、就職コー

ス）の支援

○キャリア支援

（ｼﾞｮﾌﾞｶｰﾄﾞ記入、ｺﾝｻﾙ）

○6次産業化科目の新設
○三者面談を通じた早期の

目標の明確化（6月）
○求人情報の把握と紹介

(毎月）
○海外農業研修の情報提供

（5月）
○就職説明会の実施(3月)
○高知大学への四大編入の

制度化に向けた取組

○進路内定率

100％ 32／32名

○求人情報

県内企業 31社
県内求人数 146名
県外企業 29社
県外求人数 245名

○進路先

就農 6名
雇用就農 7名
就職 18名
その他 1名

○高知大学編入枠の確保は

現状厳しい

Ｂ ・学生個人の個性を把握した

教職員からのアドバイスも

進路を決める中で、大切な

事だと思います。

・視野を広げる機会でもある

海外農業研修の説明会があ

っても良いのではないかと

思います。

Ｃ ○早期の進路内定

・3者面談（4月）

（２）

就農支援

○将来の就農

ビジョンが

明確でない

○農業の厳し

さを十分認

識せず、投資

事業に農業

次世代人材

投資事業に

申請する学

生がいる

○就農率

６０％

○コース別による就農に向

けた栽培・経営計画、目標の

明確化

（経営計画の策定、農業機

械操作、ﾊｳｽ張替、土づくり）

○農業次世代人材投資事業

（準備型）の活用支援

○ＪＡ高知市青壮年部との

意見交換会（9月、学生 28
名、青壮年等 8名）
○就農後のフォローアップ

調査対象

（２７～３１年度卒業生）

○就農率

合計 13名 41％
（30年度48%、29年度50%）

親元就農 6名
雇用就農 7名

○1年就農コース専攻 14名
○人材投資事業(準備型）利
用＜1年１名、2年２名＞
○定着率（H27卒～R1卒）
親元就農：103%（1名増）
雇用就農： 97%（1名減）
就農合計：100％

Ｃ ・農村における人との関わり

方、組織の役割を認識しても

らい、地域に根ざした地域の

担い手となる事の大切さを

指導していただきたいです。

Ｃ ○農林課、農業委員会、地

域担い手協議会と連携

・南国市農業委員会

・佐川担い手協議会他

・安芸市

・高知市

・四万十町担い手協議会

○農業振興センターと連

携（データの共有）



評価

項目

課題 目標 具体的方策 自己評価

（内部評価）

外部評価 今後の取り組み

評

価

評

価

４

教職員の

スキルア

ップ

研修の強

化

○生産現場の

課題をいち

早く授業に

取り上げて

円滑な就農

に結び付け

ることが必

要

○若者の心理

を踏まえた

教育指導技

術の向上が

必要

○各種研修へ

の参加

○教官研修の受講

○産地の栽培技術等の動向

調査

○参加状況

新任者研修 3名
教育研修会 1名
西日本担当者会（野菜、果樹、

畜産） 3名
中国四国教務担当者会 1名
大阪流通研修 6名
試験研究及び産地視察 11回
環境制御成果発表会 1名

（再掲）

高校教諭との意見交換 10名

Ａ ・”全国青年農業者育成研究

会”では、他県の役に立つ

情報が聞けます。

Ｂ ○産地の現状把握

○多様な情報の収集・把握


